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株式会社パルソフトウェアサービス 

http://www.palsoft.co.jp/ 

ハンティングマスターの紹介 



会社概要 

本社：愛媛県松山市 

株式会社パルソフトウェアサービス 

設立 1990年 4月 4日 

代表者 代表取締役 大西 雅人 

資本金 2,800万円 

社員数 70名 

売上高 8億円（2015年3月期） 

所在地 

本社 愛媛県松山市天山3-10-31 第二くつなビル 

東京支店 東京都中央区築地2-11-26 築地MKビル7F 

関連会社 株式会社パルファーム 



会
長 



昨年度の野生鳥獣による農作物への被害額 農林水産省発表 

愛媛県内の被害：3.8億円 

日本国内の被害：200億円 

■シカ 
■イノシシ 
■その他のジビエ対象 
■ジビエ対象外 

■イノシシ 
■その他 

ジビエ対象になる害獣の被害総額は 

２００億円中９割の１８０億円 

国の害獣対策予算約９５億円 

９割 

約２.７億円 

ジビエ対象 

イノシシ 

７割 

うちイノシシ被害が 

3.8億円中７割の２.７億円 

日本国内 

愛媛県内 



 
引き金を引いた瞬間から 

 
料理が始まる 

 
 

「ジビエ産業の創出」 
四国ジビエ株式会社 

奥山社長 



害獣被害を観光資源へ 



ジビエ観光化 ジビエ利活用  害獣対策 

全てを地域の活性化につなげる 

【捕獲技術向上】 

【狩猟者育成】 

【加工施設合理化】 

【流通合理化】 

【ジビエ料理普及】 

【観光資源としての 
ジビエの普及】 



ＩＣＴで害獣被害を観光資源へ 

害獣被害軽減 

安定供給 
品質向上 

ジビエ料理普及 ジビエブランド化 

教育 

ジビエ販売に
よる収入 

廃棄物利用 

捕獲効率化 
教育コンテンツ 

個体管理 
トレーサビリティ 

宣伝 
情報共有 

加工施設の大規模化 



捕獲技術向上の取り組み 

・見回りが不要 

・100kg超のイノシシを捕獲 

・イノシシを傷つけずに捕獲 

カメラ映像を見ながら、 
害獣を捕獲するシステム 
ハンティングマスターを開発 



製品の特長 

10 

モーター 
給餌機 

制御装置 

センサー 

ソーラーパネル 
バッテリー 

監視カメラ 

携帯電話回線 
インターネット 

現場から送られる獣の映像を 
見ながら捕獲できます 

スマートフォン、タブレット、 
パソコンで檻を確認・捕獲できます 

同時に複数人が使用でき、 
グループでの捕獲ができます 

ICTの知識が無くても、 
簡単に使用できます 



狩猟者育成の取り組み 



ジビエ観光化の取り組み 



様々なジビエ（イノシシ）料理 

ハンバーガー 

焼きめし 



ご清聴ありがとうございました 


